
○小牧市創垂館使用料減免要綱 

令和４年３月３１日 

３小教山第２９６号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、小牧市創垂館の設置及び管理に関する条例（令和３

年小牧市条例第３６号）第１１条第２項の規定に基づき、小牧市創垂館

の使用料（以下「使用料」という。）の減免に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（使用料の減免） 

第２条 小牧市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、次の各号

のいずれかに該当するときは、使用料を免除することができる。ただし、

入場料又はこれに類するものを徴収するときは、この限りでない。 

(1) 別表第１に掲げる社会教育関係団体（以下「社会教育関係団体」と

いう。）、別表第２に掲げる社会教育関係団体の加盟団体（以下「加

盟団体」という。）及び加盟団体の構成団体が別表第３左欄に掲げる

団体の区分に応じ、それぞれ同表右欄に掲げる目的に従い利用すると

き。 

(2) 市内の公立教育機関が教育の一環として利用するとき。 

２ 教育委員会は、加盟団体の構成団体が利用するとき（前項第１号の規

定により利用するときを除く。）は、使用料の５０パーセント相当額を

減額することができる。ただし、入場料又はこれに類するものを徴収す

るときは、この限りでない。 

３ 教育委員会は、前２項に定めるもののほか、社会教育の振興上、必要

があると認めるときその他特別の理由があると認めるときは、前２項の

規定に準じて使用料を減免することができる。 

（減免の申請） 

第３条 使用料の減免を受けようとするものは、小牧市創垂館使用料減免

申請書（様式第１。以下「減免申請書」という。）を教育委員会に提出

しなければならない。 



２ 社会教育関係団体、加盟団体、加盟団体の構成団体その他教育委員会

が特別な理由があると認める団体は、減免申請書に代えて小牧市創垂館

使用料減免団体認定申請書（様式第２）を提出することができる。 

（減免の承認） 

第４条 教育委員会は、使用料の減免を承認したときは、小牧市創垂館使

用料減免通知書（様式第３。以下「減免通知書」という。）又は小牧市

創垂館使用料減免団体認定書（様式第４。以下「減免団体認定書」とい

う。）により申請者に通知するものとする。 

（減免の手続） 

第５条 減免の承認を受けたものは、小牧市創垂館の管理に関する規則（令

和３年小牧市教育委員会規則第１１号）第４条第１項の規定による利用

の許可の申請をするときは、減免通知書又は減免団体認定書を提示しな

ければならない。 

（減免の取消し） 

第６条 教育委員会は、使用料の減免を受けたものに不正の行為があった

場合は、これを取り消し、及び減免した使用料の納付を命ずることがで

きる。 

附 則（令和４年３小教山第２９６号） 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

１ この要綱は、令和６年８月１日から施行する。 

別表第１（第２条関係） 

一般財団法人こまき市民文化財団 

小牧市文化協会 

小牧スカウト連絡協議会 

別表第２（第２条関係） 

小牧市書道連盟 

小牧市茶道連盟 

小牧市華道連盟 

小牧市美術協会 



小牧市写真連盟 

小牧市文芸協会 

小牧市民踊協会 

小牧市民謡連盟 

小牧日本舞踊協会 

小牧市謡曲連盟 

小牧吟剣詩舞道連盟 

小牧市音楽連盟 

小牧三曲連盟 

小牧市洋舞連盟 

別表第３（第２条関係） 

社会教育関係団体 

加盟団体 

加盟団体の構成団体 

（１） 総会 

（２） 発表会、展示会、鑑賞会等 

（３） 一般市民を対象とする講座等 

社会教育関係団体 

加盟団体 

（１） 役員会、理事会、運営委員会等又は団

体の行事運営の打合せ会議 

（２） 月に２回を超えない講習会、研修会、

学習会等の団体の会員を対象とする事業 



 



 



 



 



 



様式第１（第３条関係） 

様式第２（第３条関係） 

様式第３（第４条関係） 

様式第４（第４条関係） 

 


